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▲新曽北小学校南側に建設中の学童保育室

保

※

育
料
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

①
現
在
、
プ
レ
ハ
ブ
教

室
を
学
童
保
育
室
と
し
て

運
用
し
て
い
る
戸
田
第
一

小
学
校
第
３
学
童
保
育
室

に
つ
い
て
、
今
後
、
同
小

学
校
の
児
童
数
が
増
加
す

る
こ
と
に
伴
い
、
本
来
の

教
室
と
し
て
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
②
新
曽
北

小
学
校
第
１
学
童
保
育
室

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
及

び
新
曽
第
一
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
取
り
壊
し

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
両
学
童
保
育

室
を
廃
止
す
る
た
め
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

廃
止
後
は
、
①
こ
ど
も

の
国
学
童
保
育
室
と
②
新

曽
北
小
学
校
南
側
に
社
会

福
祉
法
人
が
整
備
中
の
学

童
保
育
室
を
代
替
施
設
と

し
て
充
て
る
も
の
で
す
。

質　
疑

Ｑ

童
の
振
り
分
け
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
　
安
全
面
や
移
動
の
際

の
負
担
な
ど
を
考
慮
し
、

１
・
２
年
生
、
特
別
支

援
学
級
の
児
童
は
小
学

12
月
定
例
会
は
11
月
24
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
50
件
、
議
員
提
出
・
委
員
会
提

出
議
案
、
各
１
件
を
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
12
議
案
に
対
し
延
べ
15
人
の
議
員
が
質
疑
を
し
、
議

案
及
び
請
願
、
各
１
件
に
対
し
、
３
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

３
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
活
発
な
論
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

校
敷
地
内
の
既
存
の
学

童
保
育
室
へ
、
３
～
６

年
生
に
つ
い
て
は
敷
地

外
の
学
童
保
育
室
へ
の

入
室
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ

ど
も
の
国
学
童
保

育
室
へ
の
送
迎
は
。

Ａ
　
学
童
保
育
室
の
職
員

が
小
学
校
ま
で
迎
え
に

行
き
、
学
童
保
育
室
へ

連
れ
て
行
く
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。

《
健
康
福
祉
委
員
長
報
告
》

Ｑ　
こ
ど
も
の
国
学
童
保

育
室
に
つ
い
て
、
今
回

の
利
活
用
は
臨
時
的
措

▲こどもの国の学童保育室 ( 左側建物の３階）

置
か
恒
久
的
措
置
か
。

Ａ
　
今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
望
ま
し
い
形
に

近
づ
け
て
い
く
た
め
、

十
分
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

Ｑ　
新
曽
北
小
学
校
の
学

童
に
つ
い
て
、
学
校
敷

地
と
道
路
を
挟
ん
で
近

接
す
る
民
間
学
童
保
育

室
を
受
け
入
れ
先
と
す

る
こ
と
に
伴
う
移
動
方

法
は
。

Ａ
　
安
全
な
ル
ー
ト
と
な

る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

【
委
員
か
ら
の
要
望
】

①
毎
日
の
徒
歩
移
動
時
に

お
け
る
事
故
が
な
い
よ

う
最
大
限
の
注
意
を
払

っ
て
も
ら
い
た
い
。

②
低
学
年
児
童
の
移
動
負

担
を
考
慮
し
、
代
替
保

育
室
に
つ
い
て
は
３
年

生
以
上
の
学
童
の
利
用

を
想
定
し
て
い
る
が
、

兄
弟
で
入
室
と
な
る
場

合
に
は
配
慮
す
る
な

ど
、
保
護
者
に
納
得
い

た
だ
け
る
対
応
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

③
児
童
の
受
け
渡
し
に
つ

い
て
、
こ
ど
も
青
少
年

部
と
教
育
委
員
会
が
話

し
合
い
、
横
の
連
携
も

密
に
と
っ
て
も
ら
い
た

い
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

全
員
一
致)

本
市
で
は
、
今
後
も
子

育
て
世
代
の
人
口
増
加
が

予
測
さ
れ
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
基
づ
き
、
待
機
児

童
対
策
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
育
に
係
る

市
負
担
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
保
育
料

に
つ
い
て
は
、
約
16
年
間

に
わ
た
り
実
質
的
な
改
定

を
行
っ
て
お
ら
ず
、
国
の

定
め
た
標
準
的
な
保
育
料

を
下
回
っ
て
お
り
、
そ
の

差
額
を
こ
れ
ま
で
市
が
独

自
に
負
担
し
て
い
ま
す
。

新
制
度
に
よ
り
市
の
負
担

金
も
増
加
す
る
中
、
現
行

の
保
育
料
設
定
で
は
、
国

基
準
保
育
料
に
対
す
る
市

負
担
金
が
さ
ら
に
増
加
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
保
育
の
量
の
確

保
や
、
現
場
の
保
育
士
等

の
処
遇
な
ど
保
育
の
質
的

向
上
な
ど
の
財
源
を
今
後

も
安
定
的
に
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
一

部
の
世
帯
階
層
の
保
育
料

を
引
き
上
げ
る(

低
・
中

所
得
世
帯
層
は
、
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
保
育
料

の
引
き
上
げ
は
行
わ
な
い)

な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

質　
疑

Ｑ

上
げ
に
な
る
人
数

と
総
額
は
。

Ａ
　
平
成
27
年
９
月
１
日

現
在
で
、
認
可
保
育
所

等
に
在
籍
す
る
児
童
数

２
５
９
０
人
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
増
額
の
対

象
と
な
る
第
10
階
層
か

学
童
保
育
室
条
例
の

一
部
改
正

一
般
質
問

一
般
質
問

主
な
議
案

ら
第
16
階
層
の
児
童
数

は
１
０
２
９
人
。
今
回

の
改
正
で
、
年
額
で
約

３
千
万
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
。

保
育
料
値
上
げ
は
少
子
化

対
策
に
逆
行
す
る

こ
の
条
例
は
、
保
育
料

を
３
歳
未
満
児
で
最
大
９

千
円
の
値
上
げ
を
行
う
も

の
で
、
多
子
世
帯
の
軽
減

が
拡
大
さ
れ
た
と
は
い
え
、

対
象
園
児
は
１
０
２
９
人

で
、
全
体
の
４
０
％
に
及

ぶ
。
市
は
値
上
げ
の
理
由

と
し
て
財
政
の
厳
し
さ
を

第
一
に
挙
げ
て
い
る
が
、

戸
田
市
の
平
成
26
年
度
の

財
政
力
は
県
下
１
位
で
あ

る
。
今
回
の
保
育
料
値
上

げ
に
よ
る
増
収
分
は
３
千

万
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ

た
補
正
予
算
で
は
、
４
億

４
千
万
円
も
財
政
調
整
基

金
積
み
立
て
を
計
上
し
て

い
る
。
さ
ら
に
27
年
度
末

で
も
多
額
の
余
剰
財
源
が

出
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
だ

け
の
財
源
が
あ
り
な
が
ら

保
育
料
の
値
上
げ
を
行
う

こ
と
は
、
子
育
て
世
代
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

ま
た
、
値
上
げ
の
理
由

と
し
て
、
保
育
料
の
値
上

げ
は
16
年
ぶ
り
だ
と
説
明

し
て
い
る
が
、
こ
の
16
年

間
、
勤
労
者
の
所
得
は
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
。
蕨

市
で
は
戸
田
市
よ
り
財
政

力
は
劣
る
が
、
３
歳
未
満

児
の
最
高
額
は
５
万
６
８

７
０
円
に
据
え
置
き
、
戸

田
市
よ
り
９
１
３
０
円
も

安
い
。
16
年
間
、
値
上
げ

し
て
い
な
い
こ
と
は
値
上

げ
の
理
由
に
な
ら
な
い
。

今
、
日
本
社
会
は
人
口

減
少
社
会
に
突
入
し
て
お

り
、
出
生
率
を
少
し
で
も

上
げ
て
行
く
た
め
に
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実
は
最

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
で
の
保

育
料
値
上
げ
は
、
少
子
化

対
策
に
逆
行
す
る
も
の
で

あ
り
、
反
対
す
る
。

12月
定例会
12月
定例会

平成27年

11月24日～
　　12月15日

※
今
回
、
長
い
議
案
名
は
、
簡
略
化
し
て
標
記
し
ま
し
た
。

学

こ
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て

お
り
、
改
定
は
妥
当

10
月
に
保
育
料
改
定
に

つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

８
人
の
方
か
ら
11
件
の
反

対
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
と

聞
き
、
子
育
て
世
代
の
負

担
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と

を
大
変
心
苦
し
く
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
市

の
負
担
金
は
さ
ら
に
増
加

し
て
お
り
、
ま
た
、
市
の

財
政
は
、
社
会
保
障
関
連

経
費
等
の
増
加
で
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
安
定
的
な
保

育
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
保
育
料
を
改
定

し
、
保
育
施
設
の
整
備
や

運
営
経
費
の
財
源
を
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
保
育
料
は
約
16

年
間
に
わ
た
っ
て
実
質
的

な
改
定
は
行
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
今
回
の
改

値

望
月 

久
晴　
　議

員

反対討論

三
輪
な
お
子　
　議

員

賛成討論

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

児童の安全確保は？　　　

※ 保育料に関する条例の一部改正……( 正式名称 )「戸田市子どものための教育・保育給付に関する条例の一部を改正する条例」

学校敷地外の学童保育室
▶戸田第一小学校・新曽北小学校◀
児童の安全確保は？


